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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の区間におけるエネルギー消費量を推定するエネルギー消費量推定手段と、
　エネルギーを供給するエネルギー供給手段が前記所定の区間において実際に供給したエ
ネルギー消費実績量を特定するエネルギー消費実績量特定手段と、
　前記エネルギー消費量推定手段が推定した所定の区間のエネルギー推定消費量を補正す
るエネルギー消費量補正手段と、
　前記エネルギー消費量補正手段が補正した前記所定の区間におけるエネルギー推定消費
量に所定の許容する誤差を加味した量と、当該所定の区間における前記エネルギー消費実
績量特定手段が特定したエネルギー消費実績量と、の差に応じて、前記エネルギー消費量
補正手段が補正する補正量を特定するエネルギー消費量補正量特定手段と、
　前記エネルギー消費量補正手段により補正した所定の区間のエネルギー推定消費量を用
いて、前記エネルギー供給手段が供給可能なエネルギー量で移動可能な範囲を特定して表
示する表示手段と、
　を備えることを特徴とするエネルギー消費量計算装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のエネルギー消費量計算装置であって、
　前記エネルギー消費量補正量特定手段は、前記補正エネルギー推定消費量に所定の許容
する誤差を加味した最大値よりも、前記エネルギー消費実績量が上回る場合に、上回る量
を所定の区間の前記エネルギー推定消費量の補正量として特定する、
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　ことを特徴とするエネルギー消費量計算装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のエネルギー消費量計算装置であって、
　前記エネルギー消費量補正量特定手段は、前記エネルギー消費実績量が、前記補正され
たエネルギー推定消費量から所定の許容する誤差を加味した最小値より下回る場合に、所
定の区間の前記エネルギー推定消費量の補正量をリセットする、
　ことを特徴とするエネルギー消費量計算装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載のエネルギー消費量計算装置であって、
　前記エネルギー消費量補正手段は、前記エネルギー消費量推定手段が推定した所定の区
間のエネルギー消費量に前記補正量を加算する、
　ことを特徴とするエネルギー消費量計算装置。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれか一項に記載のエネルギー消費量計算装置であって、さらに、
　前記所定の区間における統計処理されたエネルギー推定消費量補正量を外部のセンター
からネットワークを介して取得する統計補正量取得手段を備え、
　前記エネルギー消費量補正手段は、前記統計処理されたエネルギー推定消費量補正量を
用いて、前記エネルギー消費量推定手段が推定した所定の区間のエネルギー推定消費量を
補正する、
　ことを特徴とするエネルギー消費量計算装置。
【請求項６】
　請求項５に記載のエネルギー消費量計算装置であって、さらに、
　前記推定されたエネルギー消費量に所定の許容する誤差を加味した量と、前記エネルギ
ー消費実績量と、の差に応じてエネルギー推定消費量補正量を算出し、算出した前記エネ
ルギー推定消費量補正量を、前記外部のセンターへ前記ネットワークを介して送信するエ
ネルギー推定消費量補正量送信手段、
　を備えることを特徴とするエネルギー消費量計算装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載のエネルギー消費量計算装置であって、さらに、
　所定の推奨経路を誘導する経路誘導手段を備え、
　前記所定の区間は、前記推奨経路を構成する所定の区間である、
　ことを特徴とするエネルギー消費量計算装置。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載のエネルギー消費量計算装置であって、さらに、
　車両に関する情報と、道路の構成に関する情報と、を予め記憶する記憶手段を備え、
　前記エネルギー消費量推定手段は、前記車両に関する情報と、前記道路の構成に関する
情報と、を用いて前記所定の区間におけるエネルギー消費量を推定する、
　ことを特徴とするエネルギー消費量計算装置。
【請求項９】
　エネルギー消費量計算装置によるエネルギー消費量計算方法であって、
　前記エネルギー消費量計算装置は、
　所定の区間におけるエネルギー消費量を推定するエネルギー消費量推定ステップと、
　エネルギーを供給するエネルギー供給手段が前記所定の区間において実際に供給したエ
ネルギー消費実績量を特定するエネルギー消費実績量特定ステップと、
　前記エネルギー消費量推定ステップにおいて推定した所定の区間のエネルギー推定消費
量を補正するエネルギー消費量補正ステップと、
　前記エネルギー消費量補正ステップにおいて補正した前記所定の区間におけるエネルギ
ー推定消費量に所定の許容する誤差を加味した量と、当該所定の区間における前記エネル
ギー消費実績量特定ステップにおいて特定したエネルギー消費実績量と、の差に応じて、
前記エネルギー消費量補正ステップにおいて補正する補正量を特定するエネルギー消費量
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補正量特定ステップと、
　前記エネルギー消費量補正ステップにおいて補正した所定の区間のエネルギー推定消費
量を用いて、前記エネルギー供給手段が供給可能なエネルギー量で移動可能な範囲を特定
して表示する表示ステップと、
　を実施することを特徴とするエネルギー消費量計算方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エネルギー消費量計算装置の技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ナビゲーション装置では、消費するエネルギーを予測し表示する技術が用いられ
ている。特許文献１には、このようなナビゲーション装置についての技術が記載されてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１０７４５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記のようなナビゲーション装置では、エネルギー保存則を応用して消費エネルギーを
推定するが、例えば突発的な風の影響や路面状況等、全てのエネルギー推定要因を事前に
モデリングするのは限界があり、推定値には一定の誤差が含まれる。しかし、当該誤差は
無視できるほどの誤差とは限らず、推定精度にばらつきが生じる場合がある。したがって
、移動可能な範囲の表示等において、予想の範囲と実際に移動可能な範囲と、に相違が出
てしまう。
【０００５】
　本発明の目的は、より簡易な方法で、より高い精度の消費エネルギーの推定を実現する
技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決すべく、本発明に係るエネルギー消費量計算装置は、所定の区間におけ
るエネルギー消費量を推定するエネルギー消費量推定手段と、エネルギーを供給するエネ
ルギー供給手段が前記所定の区間において実際に供給したエネルギー消費実績量を特定す
るエネルギー消費実績量特定手段と、前記エネルギー消費量推定手段が推定した所定の区
間のエネルギー推定消費量を補正するエネルギー消費量補正手段と、前記エネルギー消費
量補正手段が補正した前記所定の区間におけるエネルギー推定消費量に所定の許容する誤
差を加味した量と、当該所定の区間における前記エネルギー消費実績量特定手段が特定し
たエネルギー消費実績量と、の差に応じて、前記エネルギー消費量補正手段が補正する補
正量を特定するエネルギー消費量補正量特定手段と、前記エネルギー消費量補正手段によ
り補正した所定の区間のエネルギー推定消費量を用いて、前記エネルギー供給手段が供給
可能なエネルギー量で移動可能な範囲を特定して表示する表示手段と、を備えることを特
徴とする。
【０００７】
　また、本発明のエネルギー消費量計算方法は、エネルギー消費量計算装置によるエネル
ギー消費量計算方法であって、前記エネルギー消費量計算装置は、所定の区間におけるエ
ネルギー消費量を推定するエネルギー消費量推定ステップと、エネルギーを供給するエネ
ルギー供給手段が前記所定の区間において実際に供給したエネルギー消費実績量を特定す
るエネルギー消費実績量特定ステップと、前記エネルギー消費量推定ステップにおいて推
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定した前記所定の区間のエネルギー推定消費量を補正するエネルギー消費量補正ステップ
と、前記エネルギー消費量補正ステップにおいて補正した前記所定の区間におけるエネル
ギー推定消費量に所定の許容する誤差を加味した量と、当該所定の区間における前記エネ
ルギー消費実績量特定ステップにおいて特定したエネルギー消費実績量と、の差に応じて
、前記エネルギー消費量補正ステップにおいて補正する補正量を特定するエネルギー消費
量補正量特定ステップと、前記エネルギー消費量補正ステップにおいて補正した所定の区
間のエネルギー推定消費量を用いて、前記エネルギー供給手段が供給可能なエネルギー量
で移動可能な範囲を特定して表示する表示ステップと、を実施することを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】ナビゲーション装置の概略構成図である。
【図２】リンクテーブルの構成を示す図である。
【図３】車両情報テーブルの構成例を示す図である。
【図４】物理情報テーブルの構成例を示す図である。
【図５】走行履歴テーブルの構成例を示す図である。
【図６】演算処理部の機能構成図である。
【図７】消費電力補正処理のフロー図である。
【図８】消費電力補正処理の概念を示す図である。
【図９】消費電力補正処理の概念を示す図である。
【図１０】消費電力補正処理の変形例を示すフロー図である。
【図１１】リンクテーブルの変形例の構成を示す図である。
【図１２】消費電力補正処理の変形例を示すフロー図である。
【図１３】移動可能範囲の表示例を示す図である。
【図１４】航続可能エリア表示処理を示すフロー図である。
【図１５】航続可能エリアの表示例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に、本発明の第一の実施形態を適用した車載装置であるナビゲーション装置１００
について、図面を参照して説明する。
【００１０】
　図１に、ナビゲーション装置１００の構成図を示す。ナビゲーション装置１００は、演
算処理部１と、ディスプレイ２と、記憶装置３と、音声入出力装置４（音声入力装置とし
てマイクロフォン４１、音声出力装置としてスピーカ４２を備える）と、入力装置５と、
ＲＯＭ装置６と、車速センサ７と、ジャイロセンサ８と、ＧＰＳ(Global Positioning Sy
stem)受信装置９と、ＦＭ多重放送受信装置１０と、ビーコン受信装置１１と、通信装置
１２と、を備えている。
【００１１】
　演算処理部１は、様々な処理を行う中心的ユニットである。例えば各種センサ７,８や
ＧＰＳ受信装置９、ＦＭ多重放送受信装置１０等から出力される情報を基にして現在地を
検出する。また、得られた現在地情報に基づいて、表示に必要な地図データを記憶装置３
あるいはＲＯＭ装置６から読み出す。
【００１２】
　また、演算処理部１は、読み出した地図データをグラフィックス展開し、そこに現在地
を示すマークを重ねてディスプレイ２へ表示する。また、記憶装置３あるいはＲＯＭ装置
６に記憶されている地図データ等を用いて、現在地あるいはユーザから指示された出発地
と、目的地（または、経由地や立ち寄り地）とを結ぶ最適な経路（推奨経路）を探索する
。また、演算処理部１は、スピーカ４２やディスプレイ２を用いてユーザを誘導する。
【００１３】
　ナビゲーション装置１００の演算処理部１は、各デバイス間をバス２５で接続した構成
である。演算処理部１は、数値演算及び各デバイスを制御するといった様々な処理を実行
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するＣＰＵ(Central Processing Unit)２１と、記憶装置３から読み出した地図データ、
演算データなどを格納するＲＡＭ(Random Access Memory)２２と、プログラムやデータを
格納するＲＯＭ(Read Only Memory)２３と、各種ハードウェアを演算処理部１と接続する
ためのＩ／Ｆ（インターフェイス）２４と、を有する。
【００１４】
　ディスプレイ２は、演算処理部１等で生成されたグラフィックス情報を表示するユニッ
トである。ディスプレイ２は、液晶ディスプレイ、有機ＥＬディスプレイなどで構成され
る。
【００１５】
　記憶装置３は、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）や不揮発性メモリカードといった、少なく
とも読み書きが可能な記憶媒体で構成される。
【００１６】
　この記憶媒体には、通常の経路探索装置に必要な地図データ（地図上の道路を構成する
リンクのリンクデータを含む）であるリンクテーブル２００、車両の情報を格納する車両
情報テーブル３００、各種演算等に用いる物理定数等を格納する物理情報テーブル４００
、走行した履歴の情報を格納する走行履歴テーブル５００等が記憶されている。
【００１７】
　図２は、リンクテーブル２００の構成を示す図である。リンクテーブル２００は、地図
上の区画された領域であるメッシュの識別コード（メッシュＩＤ）２０１ごとに、そのメ
ッシュ領域に含まれる道路を構成する各リンクのリンクデータ２０２を含んでいる。
【００１８】
　リンクデータ２０２は、リンクの識別子であるリンクＩＤ２１１ごとに、リンクを構成
する２つのノード（開始ノード、終了ノード）の座標情報２２２と、リンクを含む道路の
種別を示す道路種別２２３と、当該リンクの開始ノードに接続するリンクである開始接続
リンクと、当該リンクの終了ノードに接続するリンクである終了接続リンクと、を特定す
る開始接続リンク、終了接続リンク２２４と、高さを考慮しない二次元平面上でのリンク
の長さを示す２Ｄリンク長２２５と、高さを考慮したリンクの長さを示す３Ｄリンク長２
２６と、当該リンク内に存在する上り坂部分の累積標高増加量を示すリンク内標高アップ
距離２２７と、当該リンク内に存在する下り坂部分の累積標高減少量を示すリンク内標高
ダウン距離２２８と、当該リンクの始点と終点の標高差を始点から終点までの距離で割っ
た平均勾配を示す平均勾配値２２９と、当該リンクの平均的な路面抵抗係数を示す平均路
面抵抗係数２３０と、当該リンクを走行する平均速度として予め記憶された平均速度推定
値２３１と、当該リンクを走行する平均時間として予め記憶された平均リンク旅行時間２
３２と、当該リンクを走行するのに必要と推定されるモデル上の推定消費電力（Ｅ０）２
３３と、推定消費電力を実績に基づいて補正した値である補正推定消費電力（Ｅ１）２３
４と、を含んでいる。
【００１９】
　なお、ここでは、リンクを構成する２つのノードについて開始ノードと終了ノードとを
区別することで、同じ道路の上り方向と下り方向とを、それぞれ別のリンクとして管理す
るようにしている。
【００２０】
　図３は、車両情報テーブル３００の構成を示す図である。車両情報テーブル３００は、
ナビゲーション装置１００が搭載される車両についての種々の情報を含んでいる。すなわ
ち、ナビゲーション装置１００が搭載される車両の車種や型、グレード等に応じて、格納
される情報が異なる。
【００２１】
　車両情報テーブル３００は、車両の重量を特定する情報である車両重量（Ｗ）３０１と
、車両の空気抵抗係数を特定する情報である空気抵抗係数（Ｃｄ）３０２と、車両前面の
投影面積を特定する情報である車両前面投影面積（Ｓ）３０３と、基礎的な消費電力を特
定する情報である基礎消費電力（Ｅｅｌｏｓｓ）３０４と、動力源（ガソリンや電気等）
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から取り出す走行エネルギーの変換効率を特定する情報である走行エネルギー変換効率（
β）３０５と、電力の回生に関する効率を特定する情報である電力回生効率（γ）３０６
と、を含んでいる。これらの各値は、複数の車両用の組合せが格納されていて、ナビゲー
ション装置１００が車両に搭載される際に指定された当該車両のモデルに応じた値が選択
的に有効化されるものであってもよいし、固定的に当該車両の情報が予め格納されていて
も良い。
【００２２】
　図４は、物理情報テーブル４００の構成を示す図である。物理情報テーブル４００は、
予め定められた物理定数についての種々の情報を含んでいる。
【００２３】
　物理情報テーブル４００は、重力加速度Ｇを特定する情報である重力加速度（ｇ）４０
１と、空気密度を特定する情報である空気密度（ρ）４０２と、を含んでいる。これらの
各値は、ナビゲーション装置１００が搭載される車両が販売される地域ごとにあらかじめ
定められた値が複数含まれていて、車両へ搭載される際に選択的に有効化されるものであ
ってもよいし、所定の情報が予め格納されていても良い。または、図示しないが、重力加
速度および空気密度を測定するセンサ等を介して、ナビゲーション装置１００が搭載され
た車両が存在する環境に応じた値がリアルタイムに反映されるようにしてもよい。
【００２４】
　図５は、走行履歴テーブル５００の構成を示す図である。走行履歴テーブル５００は、
ナビゲーション装置１００が搭載された車両が走行した履歴と、実際に消費したエネルギ
ー（電力）についての種々の情報を含んでいる。
【００２５】
　走行履歴テーブル５００は、走行したリンクを特定する情報であるリンクＩＤ５０１と
、当該リンクへ進入した日時を特定する情報である進入日時５０２と、当該リンクから退
出した日時を特定する情報である退出日時５０３と、当該リンクを走行する間に消費した
電力を特定する情報である実消費電力（Ｅｒｅａｌ）５０４と、を含んでいる。これらの
各値は、ナビゲーション装置１００が起動している間、ナビゲーション装置１００が備え
る履歴記憶機能により自動的に記録される。とくに、実消費電力５０４については、バッ
テリー電力監視ユニット３１から定期的に（例えば、１００ｍｓごとに）車内ネットワー
ク３０上に発信されるバッテリーの消費量を、現在地が属するリンクごとに積算し、当該
リンクから退出した際に退出した該リンクに対応付けて記録される。
【００２６】
　図１に戻って説明する。音声入出力装置４は、音声入力装置としてマイクロフォン４１
と、音声出力装置としてスピーカ４２と、を備える。マイクロフォン４１は、使用者やそ
の他の搭乗者が発した声などのナビゲーション装置１００の外部の音声を取得する。
【００２７】
　スピーカ４２は、演算処理部１で生成された使用者へのメッセージを音声信号として出
力する。マイクロフォン４１とスピーカ４２は、車両の所定の部位に、別個に配されてい
る。ただし、一体の筐体に収納されていても良い。ナビゲーション装置１００は、マイク
ロフォン４１及びスピーカ４２を、それぞれ複数備えることができる。
【００２８】
　入力装置５は、使用者からの指示を使用者による操作を介して受け付ける装置である。
入力装置５は、タッチパネル５１と、ダイヤルスイッチ５２と、その他のハードスイッチ
（図示しない）であるスクロールキー、縮尺変更キーなどで構成される。
【００２９】
　タッチパネル５１は、ディスプレイ２の表示面側に搭載され、表示画面を透視可能であ
る。タッチパネル５１は、ディスプレイ２に表示された画像のＸＹ座標と対応したタッチ
位置を特定し、タッチ位置を座標に変換して出力する。タッチパネル５１は、感圧式また
は静電式の入力検出素子などにより構成される。
【００３０】
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　ダイヤルスイッチ５２は、時計回り及び反時計回りに回転可能に構成され、所定の角度
の回転ごとにパルス信号を発生し、演算処理部１に出力する。演算処理部１では、パルス
信号の数から、回転角度を求める。
【００３１】
　ＲＯＭ装置６は、ＣＤ-ＲＯＭやＤＶＤ-ＲＯＭ等のＲＯＭ（Read Only Memory）や、Ｉ
Ｃ（Integrated Circuit）カードといった、少なくとも読み取りが可能な記憶媒体で構成
されている。この記憶媒体には、例えば、動画データや、音声データなどが記憶されてい
る。
【００３２】
　車速センサ７,ジャイロセンサ８およびＧＰＳ受信装置９は、ナビゲーション装置１０
０で現在地を検出するために使用されるものである。
【００３３】
　車速センサ７は、車速を算出するのに用いる値を出力するセンサである。
【００３４】
　ジャイロセンサ８は、光ファイバジャイロや振動ジャイロ等で構成され、移動体の回転
による角速度を検出するものである。
【００３５】
　ＧＰＳ受信装置９は、ＧＰＳ衛星からの信号を受信し移動体とＧＰＳ衛星間の距離と距
離の変化率とを３個以上の衛星に対して測定することで移動体の現在地、進行速度および
進行方位を測定するものである。
【００３６】
　ＦＭ多重放送受信装置１０は、ＦＭ放送局から送られてくるＦＭ多重放送信号を受信す
る。ＦＭ多重放送には、ＶＩＣＳ（Vehicle Information Communication System：登録商
標）情報の概略現況交通情報、規制情報、ＳＡ／ＰＡ（サービスエリア／パーキングエリ
ア）情報、駐車場情報、天気情報などやＦＭ多重一般情報としてラジオ局が提供する文字
情報などがある。
【００３７】
　ビーコン受信装置１１は、ＶＩＣＳ情報などの概略現況交通情報、規制情報、ＳＡ／Ｐ
Ａ（サービスエリア／パーキングエリア）情報、駐車場情報、天気情報や緊急警報などを
受信する。例えば、光により通信する光ビーコン、電波により通信する電波ビーコン等の
受信装置である。
【００３８】
　通信装置１２は、ナビゲーション装置１００が搭載される車両に設けられている車内ネ
ットワーク３０を介して、他の装置と通信を行うためのネットワークインターフェース装
置である。車内ネットワーク３０は、例えば、ＣＡＮ（Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ　Ａｒｅａ
　Ｎｅｔｏｗｏｒｋ）やＦｌｅｘＲａｙ等のプロトコルによって接続される機器が通信可
能なネットワークであるが、これに限られるものではない。
【００３９】
　ナビゲーション装置１００は、通信装置１２および車内ネットワーク３０を介して、車
両に搭載されたエネルギーを供給するバッテリーに接続された装置であるバッテリー電力
監視ユニット３１等と通信を行うことが可能である。バッテリー電力監視ユニット３１は
、電気自動車等の車両に搭載された動力源となる電気を蓄積／放出するバッテリー装置の
バッテリー容量を監視して管理するとともに、所定の周期で（例えば１００ｍｓ周期で）
、当該周期内において消費された電力の実績値をＣＡＮ上に送出する。したがってナビゲ
ーション装置１００の演算処理部１は、当該送出された消費電力の実績値を、通信装置１
２を介して取得することが可能である。
【００４０】
　図６は、演算処理部１の機能ブロック図である。図示するように、演算処理部１は、基
本制御部１０１と、入力受付部１０２と、出力処理部１０３と、リンク推定電力算出部１
０４と、リンク推定電力補正部１０５と、実消費電力特定部１０６と、電力補正値特定部
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１０７と、を有する。
【００４１】
　基本制御部１０１は、様々な処理を行う中心的な機能部であり、処理内容に応じて、他
の処理部を制御する。また、各種センサ、ＧＰＳ受信装置９等の情報を取得し、マップマ
ッチング処理等を行って現在地と車両の正面が向いている方向である車両方位を特定する
。また、随時、走行した日付および時刻と、位置と、を対応付けて、リンクごとに走行履
歴を走行履歴テーブル５００に記憶する。具体的には、基本制御部１０１は、走行履歴テ
ーブル５００に対して、現在地が属していたリンクのリンクＩＤをリンクＩＤ５０１へ格
納し、当該リンクへ進入した日時を特定する情報を進入日時５０２へ格納し、当該リンク
から退出した日時を特定する情報を退出日時５０３へ格納する。さらに、各処理部からの
要求に応じて、現在時刻を出力する。また、現在地またはユーザから指示された出発地と
、目的地とを結ぶ最適な経路（推奨経路）を探索し、推奨経路から逸脱しないよう、スピ
ーカ４２やディスプレイ２を用いてユーザを経路誘導する。また、基本制御部１０１は、
車載の動力源であるバッテリーの残量を用いて移動可能な範囲を、予測される消費電力を
用いて算出し、地図上の移動可能な範囲より遠い部分を暗く表示するよう出力処理部１０
３に指示して、図１３に示すように移動可能範囲を強調して表示する。なお、図１３は、
移動可能範囲表示画面６００の例であり、現在地を示すマーク６０１と、移動可能範囲６
１０と、移動可能でない範囲６２０と、が示されており、移動可能でない範囲６２０に相
当する地図上の領域は、移動可能範囲６１０に比べて暗く表示されている。
【００４２】
　入力受付部１０２は、入力装置５またはマイクロフォン４１を介して入力された使用者
からの指示を受け付け、その要求内容を基本制御部１０１へ送信する。
【００４３】
　出力処理部１０３は、表示させる画面情報を受け取り、ディスプレイ２に描画するため
の信号に変換してディスプレイ２に対して描画する指示を行う。
【００４４】
　リンク推定電力算出部１０４は、所定の範囲のリンクのそれぞれについて、走行するの
に必要なエネルギーである電力の推定値を算出する。具体的には、リンク推定電力算出部
１０４は、所定の範囲内（例えば、現在地を中心とする半径５ｋｍ以内、あるいは推奨経
路が設定されている場合には、当該推奨経路を構成するリンクの一部または全部）に含ま
れるリンクのそれぞれについて、エネルギー保存則を利用した所定のモデルデータに従っ
て、車両の情報と、道路の情報と、を用いて、走行にかかる基本的な電力である推定消費
電力Ｅ０を算出する。
【００４５】
　より具体的に、リンク推定電力算出部１０４がリンクごとの推定消費電力Ｅ０を算出す
る手段について説明する。リンク推定電力算出部１０４は、所定のリンクについて、車両
加速に伴うエネルギー損失である加速抵抗損失電力Ｅｐ１を、下式（１）に従って算出す
る。
【００４６】
　Ｅｐ１＝車両重量（Ｖｅｈｉｃｌｅ＿ｗｅｉｇｈｔ）×車両走行加速度（ｄＶ／ｄｔ）
×移動距離（Ｌ）×走行エネルギー変換効率（β）・・・式（１）
【００４７】
　なお、ここで、リンク推定電力算出部１０４は、車両重量は、車両情報テーブル３００
の車両重量（Ｗ）３０１から取得し、車両走行加速度は、リンクテーブル２００の平均速
度推定値２３１を平均リンク旅行時間２３２で除算して求め、移動距離は、リンクテーブ
ル２００の３Ｄリンク長２２６から取得し、走行エネルギー変換効率は、車両情報テーブ
ル３００の走行エネルギー変換効率（β）３０５から取得して、上記式（１）を演算する
。
【００４８】
　そして、リンク推定電力算出部１０４は、当該リンクについて、車両減速に伴うエネル
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ギー利得である減速抵抗利得電力Ｅｐ１´を、下式（１）´に従って算出する。
【００４９】
　Ｅｐ１´＝車両重量（Ｖｅｈｉｃｌｅ＿ｗｅｉｇｈｔ）×車両走行加速度（ｄＶ／ｄｔ
）×移動距離（Ｌ）×電力回生効率（γ）・・・式（１）´
【００５０】
　なお、ここで、リンク推定電力算出部１０４は、車両重量は、車両情報テーブル３００
の車両重量（Ｗ）３０１から取得し、車両走行加速度は、リンクテーブル２００の平均速
度推定値２３１を平均リンク旅行時間２３２で除算して求め、移動距離は、リンクテーブ
ル２００の３Ｄリンク長２２６から取得し、電力回生効率は、車両情報テーブル３００の
電力回生効率（γ）３０６から取得して、上記式（１）´を演算する。
【００５１】
　また、リンク推定電力算出部１０４は、当該リンクについて、相対的な標高の増加に伴
うエネルギー損失である勾配抵抗損失電力Ｅｐ２を、下式（２）に従って算出する。
【００５２】
　Ｅｐ２＝車両重量（Ｖｅｈｉｃｌｅ＿ｗｅｉｇｈｔ）×重力加速度（ｇ）×リンク内標
高アップ距離（ΔＨ）×移動距離（Ｌ）×走行エネルギー変換効率（β）・・・式（２）
【００５３】
　なお、ここで、リンク推定電力算出部１０４は、車両重量は、車両情報テーブル３００
の車両重量（Ｗ）３０１から取得し、重力加速度は、物理情報テーブル４００の重力加速
度４０１から取得し、リンク内標高アップ距離は、リンクテーブル２００のリンク内標高
アップ距離２２７から取得し、移動距離は、リンクテーブル２００の３Ｄリンク長２２６
から取得し、走行エネルギー変換効率は、車両情報テーブル３００の走行エネルギー変換
効率（β）３０５から取得して、上記式（２）を演算する。
【００５４】
　そして、リンク推定電力算出部１０４は、当該リンクについて、相対的な標高の減少に
伴うエネルギー利得である勾配抵抗利得電力Ｅｐ２´を、下式（２）´に従って算出する
。
【００５５】
　Ｅｐ２´＝車両重量（Ｖｅｈｉｃｌｅ＿ｗｅｉｇｈｔ）×重力加速度（ｇ）×リンク内
標高ダウン距離（ΔＨ´）×移動距離（Ｌ）×電力回生効率（γ）・・・式（２）´
【００５６】
　なお、ここで、リンク推定電力算出部１０４は、車両重量は、車両情報テーブル３００
の車両重量（Ｗ）３０１から取得し、重力加速度は、物理情報テーブル４００の重力加速
度４０１から取得し、リンク内標高ダウン距離は、リンクテーブル２００のリンク内標高
ダウン距離２２８から取得し、移動距離は、リンクテーブル２００の３Ｄリンク長２２６
から取得し、走行エネルギー変換効率は、車両情報テーブル３００の電力回生効率（γ）
３０６から取得して、上記式（２）´を演算する。
【００５７】
　また、リンク推定電力算出部１０４は、当該リンクについて、路面との摩擦抵抗に伴う
エネルギー損失である路面抵抗損失電力Ｅｐ３を、下式（３）に従って算出する。
【００５８】
　Ｅｐ３＝車両重量（Ｖｅｈｉｃｌｅ＿ｗｅｉｇｈｔ）×重力加速度（ｇ）×路面抵抗係
数（Ｒｏａｄ＿ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ＿ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ）×垂直抗力補正係数（
ｃｏｓθ）×移動距離（Ｌ）×走行エネルギー変換効率（β）・・・式（３）
【００５９】
　なお、ここで、リンク推定電力算出部１０４は、車両重量は、車両情報テーブル３００
の車両重量（Ｗ）３０１から取得し、重力加速度は、物理情報テーブル４００の重力加速
度４０１から取得し、路面抵抗係数は、リンクテーブル２００の平均路面抵抗係数２３０
から取得し、垂直抗力補正係数は、リンクテーブル２００の３Ｄリンク長２２６を２Ｄリ
ンク長２２５で除算した値を算出して用い、移動距離は、リンクテーブル２００の３Ｄリ
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ンク長２２６から取得し、走行エネルギー変換効率は、車両情報テーブル３００の走行エ
ネルギー変換効率（β）３０５から取得して、上記式（３）を演算する。
【００６０】
　また、リンク推定電力算出部１０４は、当該リンクについて、空気抵抗に伴うエネルギ
ー損失である空気抵抗損失電力Ｅｐ４を、下式（４）に従って算出する。
【００６１】
　Ｅｐ４＝空気抵抗係数（Ａｅｒｏｄｙｎａｍｉｃｓ＿ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ）×空気
密度（Ｒｏｕ＿ａ）×車両前面投影面積（Ｆｒｏｎｔ＿ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ＿ａｒｅａ
）×車両走行速度（Ｖ）の二乗×移動距離（Ｌ）×走行エネルギー変換効率（β）・・・
式（４）
【００６２】
　なお、ここで、リンク推定電力算出部１０４は、空気抵抗係数は、車両情報テーブル３
００の空気抵抗係数（Ｃｄ）３０２から取得し、空気密度は、物理情報テーブル４００の
空気密度（ρ）４０２から取得し、車両前面投影面積は、車両情報テーブル３００の車両
前面投影面積（Ｓ）３０３から取得し、車両走行速度は、リンクテーブル２００の平均速
度推定値２３１から取得し、移動距離は、リンクテーブル２００の３Ｄリンク長２２６か
ら取得し、走行エネルギー変換効率は、車両情報テーブル３００の走行エネルギー変換効
率（β）３０５から取得して、上記式（４）を演算する。
【００６３】
　また、リンク推定電力算出部１０４は、リンク毎に、上記した式（１）、式（１）´、
式（２）、式（２）´、式（３）、式（４）により求めたＥｐ１、Ｅｐ１´、Ｅｐ２、Ｅ
ｐ２´、Ｅｐ３、Ｅｐ４を合算して、全走行消費電力ＥｐＡＬＬ＿ＲＵＮを算出する。
【００６４】
　また、リンク推定電力算出部１０４は、当該リンクにおいて、車両電装品が消費する電
力損失ＥｐＡＬＬ＿ＵＮＩＴを、下式（５）に従って算出する。
【００６５】
　ＥｐＡＬＬ＿ＵＮＩＴ＝基礎消費電力（Ｅｅｌｏｓｓ）×平均リンク旅行時間（Ｔ）・
・・式（５）
【００６６】
　なお、ここで、リンク推定電力算出部１０４は、基礎消費電力は、車両情報テーブル３
００の基礎消費電力（Ｅｅｌｏｓｓ）３０４から取得して、平均リンク旅行時間は、リン
クテーブル２００の平均リンク旅行時間２３２から取得して、上記式（５）を演算する。
【００６７】
　そして、リンク推定電力算出部１０４は、リンクごとに、当該リンクにおける推定消費
電力Ｅ０として、上記全走行消費電力ＥｐＡＬＬ＿ＲＵＮと、車両電装品が消費する電力
損失ＥｐＡＬＬ＿ＵＮＩＴと、を合計した値を算出する。
【００６８】
　リンク推定電力補正部１０５は、電力補正値特定部１０７が特定した電力補正値を用い
て、リンク推定電力算出部１０４が算出した推定消費電力Ｅ０を補正し、補正推定消費電
力Ｅ１を算出する。
【００６９】
　実消費電力特定部１０６は、実際に使用された電力を、リンクごとに特定する。具体的
には、実消費電力特定部１０６は、現在地が属していたリンクごとに、当該リンクに現在
地が属していた期間にバッテリー電力監視ユニット３１から車内ネットワーク３０へ所定
周期で送出された消費電力の量を積算することで消費電力を特定する。そして、走行履歴
テーブル５００に退出日時が記録されたリンクについて、特定した消費電力を対応付けて
実消費電力（Ｅｒｅａｌ）５０４へ格納する。
【００７０】
　電力補正値特定部１０７は、実消費電力と、推定消費電力と、の差に基づいて、推定消
費電力を補正するための補正値を特定する。具体的には、電力補正値特定部１０７は、推
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定消費電力の最大誤差率を含めた値を実消費電力が越えている場合には、その超過度合い
に応じて推定消費電力を増加させる補正値を算出し、推定消費電力の最小誤差率を含めた
値を実消費電力が下回る場合には、推定消費電力を維持する補正値を算出し、推定消費電
力の最小誤差率を含めた値と推定消費電力の最大誤差率を含めた値との範囲内に実消費電
力が収まる場合には、既に設定された補正値と同一の補正値を特定する。
【００７１】
　上記した演算処理部１の各機能部、すなわち基本制御部１０１、入力受付部１０２、出
力処理部１０３、リンク推定電力算出部１０４、リンク推定電力補正部１０５、実消費電
力特定部１０６、電力補正値特定部１０７は、ＣＰＵ２１が所定のプログラムを読み込み
実行することにより構築される。そのため、ＲＡＭ２２には、各機能部の処理を実現する
ためのプログラムが記憶されている。
【００７２】
　なお、上記した各構成要素は、ナビゲーション装置１００の構成を、理解を容易にする
ために、主な処理内容に応じて分類したものである。そのため、構成要素の分類の仕方や
その名称によって、本願発明が制限されることはない。ナビゲーション装置１００の構成
は、処理内容に応じて、さらに多くの構成要素に分類することもできる。また、１つの構
成要素がさらに多くの処理を実行するように分類することもできる。
【００７３】
　また、各機能部は、ハードウェア（ＡＳＩＣ、ＧＰＵなど）により構築されてもよい。
また、各機能部の処理が一つのハードウェアで実行されてもよいし、複数のハードウェア
で実行されてもよい。
【００７４】
　［動作の説明］次に、ナビゲーション装置１００の動作について説明する。図７は、消
費電力補正処理のフロー図である。このフローは、ナビゲーション装置１００が稼働を開
始すると、開始される。
【００７５】
　まず、電力補正値特定部１０７は、電力補正値Ｊを初期化する（ステップＳ００１）。
具体的には、電力補正値特定部１０７は、電力補正値として用いる電力補正値Ｊの値にゼ
ロを設定する。
【００７６】
　そして、リンク推定電力算出部１０４は、所定範囲内のリンクごとに、推定消費電力Ｅ
０を算出する（ステップＳ００２）。具体的には、リンク推定電力算出部１０４は、基本
制御部１０１から現在地を特定する情報を取得し、当該現在地を基準とした所定の範囲（
例えば、現在地を中心とする半径５ｋｍ以内、あるいは推奨経路が設定されている場合に
は、当該推奨経路を構成するリンクの一部または全部）に含まれる１または複数のリンク
の抽出を基本制御部１０１に依頼して、基本制御部１０１から抽出されたリンクのリンク
ＩＤを取得する。そして、取得したリンクＩＤで特定される各リンクについて、上記した
演算により推定消費電力Ｅ０を算出し、リンクテーブル２００の推定消費電力（Ｅ０）２
３３に格納する。
【００７７】
　そして、リンク推定電力補正部１０５は、所定範囲内のリンクごとに、推定消費電力Ｅ
０を電力補正値Ｊで補正し、補正推定消費電力Ｅ１を算出する（ステップＳ００３）。具
体的には、リンク推定電力補正部１０５は、ステップＳ００２にて特定したリンクＩＤに
より特定される各リンクについて、推定消費電力Ｅ０に電力補正値Ｊの値を加算して、補
正推定消費電力Ｅ１を算出する。そして、リンク推定電力補正部１０５は、算出した各リ
ンクのＥ１を、リンクテーブル２００の補正推定消費電力（Ｅ１）２３４に格納する。
【００７８】
　そして、実消費電力特定部１０６は、現在地の直前に走行した直前リンクの実消費電力
Ｅｒｅａｌを特定する情報を取得する（ステップＳ００４）。具体的には、実消費電力特
定部１０６は、現在地が属するリンクのリンクＩＤを基本制御部１０１から取得し、現在
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地が属するリンクの直前に走行したリンクについて走行履歴テーブル５００を検索して特
定する。そして、当該リンクにおいて実際に消費した電力の積算量を特定する実消費電力
（Ｅｒｅａｌ）５０４の値を取得する。
【００７９】
　そして、電力補正値特定部１０７は、取得したＥｒｅａｌの情報が、推定消費電力の最
大誤差率を含めた値であるＥｍａｘの値を超えているか否かを判定する（ステップＳ００
５）。具体的には、電力補正値特定部１０７は、ステップＳ００４にて取得した直前に走
行したリンクの実消費電力であるＥｒｅａｌの値と、当該リンクについて算出した補正推
定消費電力Ｅ１の値に所定の最大誤差率（例えば、１２０％）をかけて算出した値である
Ｅｍａｘの値と、を比較し、Ｅｒｅａｌの値がＥｍａｘの値を上回るか否かを判定する。
なお、最大誤差率は、予め定められた許容できる最大の誤差の範囲を特定する値である。
Ｅｒｅａｌの値がＥｍａｘの値を上回らない場合、すなわち同値かそれ以下である場合、
電力補正値特定部１０７は、制御を後述するステップＳ００７へ進める。
【００８０】
　Ｅｒｅａｌの値がＥｍａｘの値を上回る場合（ステップＳ００５にて「Ｙｅｓ」の場合
）、電力補正値特定部１０７は、電力補正値ＪにＥｒｅａｌとＥｍａｘの差分を設定する
（ステップＳ００６）。具体的には、電力補正値特定部１０７は、ＥｒｅａｌからＥｍａ
ｘの値を減算し、減算した値を電力補正値Ｊとして設定する。
【００８１】
　そして、電力補正値特定部１０７は、取得したＥｒｅａｌの情報が、推定消費電力の最
小誤差率を含めた値であるＥｍｉｎの値を下回るか否かを判定する（ステップＳ００７）
。具体的には、電力補正値特定部１０７は、ステップＳ００４にて取得した直前に走行し
たリンクの実消費電力であるＥｒｅａｌの値と、当該リンクについて算出した補正推定消
費電力Ｅ１の値に所定の最小誤差率（例えば、８０％）をかけて算出した値であるＥｍｉ
ｎの値と、を比較し、Ｅｒｅａｌの値がＥｍｉｎの値を下回るか否かを判定する。なお、
最小誤差率は、予め定められた許容できる最小の誤差の範囲を特定する値である。Ｅｒｅ
ａｌの値がＥｍａｘの値を下回らない場合、すなわち同値かそれ以上である場合、電力補
正値特定部１０７は、制御をステップＳ００２へ戻す。
【００８２】
　Ｅｒｅａｌの値がＥｍｉｎの値を下回る場合（ステップＳ００７にて「Ｙｅｓ」の場合
）、電力補正値特定部１０７は、電力補正値Ｊにゼロを設定する（ステップＳ００８）。
具体的には、電力補正値特定部１０７は、電力補正値Ｊをゼロに設定する。そして、電力
補正値特定部１０７は、制御をステップＳ００２へ戻す。
【００８３】
　以上が、消費電力補正処理の処理フローである。消費電力補正処理によれば、直前に走
行を終えたリンクについての推定される電力消費量と、実際に消費した電力消費量との乖
離に基づいて、以降の消費電力推定に用いる補正値を変更することができる。つまり、推
定されたエネルギー消費量と、エネルギー消費の実績量と、の差が所定の閾値以上であれ
ば、推定した所定の区間のエネルギー消費量を補正することができるといえる。これによ
り、例えば、風の強い日に、風により変化する消費量を実測値に基づいて特定し、補正量
に反映させて、より精度の高い推定をすることができるといえる。特に、電気自動車（Ｅ
Ｖ）では、バッテリーの性能等を考慮すると、動力源となる電気を蓄積可能な量が十分に
大きいとはいえないため、航続可能距離が予想外の外的要因により受ける影響が相対的に
大きいことを考慮すると、精度の高い推定が可能となることの効果は大きいといえる。
【００８４】
　図８（ａ）、図８（ｂ）および図９、を用いて、消費電力補正処理の概念を説明する。
図８（ａ）は、実消費電力Ｅｒｅａｌの値が、当該リンクの推定消費電力Ｅ１に最大誤差
率を加味したＥｍａｘの値を超える場合のＪの値の特定処理の概要を示す図である。すな
わち、当該状況では、事前に推定された推定消費電力（Ｅ０）５００に電力補正値Ｊ５０
１を加えた補正推定消費電力（Ｅ１）５０２に最小誤差率Ｅｒｍｉｎを反映させたＥｍｉ
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ｎ５１０の値と、当該補正推定消費電力（Ｅ１）５０２に最大誤差率Ｅｒｍａｘを反映さ
せたＥｍａｘ５１１の値と、が特定されているものとする。ここで、実消費電力Ｅｒｅａ
ｌ５２０の値はＥｍａｘを超えているため、その超過分５２１を用いて、電力補正値Ｊが
更新される。
【００８５】
　図８（ｂ）は、実消費電力Ｅｒｅａｌの値が、当該リンクの推定消費電力Ｅ１に最大誤
差率を加味したＥｍａｘの値以下であって、当該リンクの推定消費電力Ｅ１に最小誤差率
を加味したＥｍｉｎの値以上である場合のＪの値の特定処理の概要を示す図である。すな
わち、当該状況では、事前に推定された推定消費電力（Ｅ０）５００に電力補正値Ｊ５０
１を加えた補正推定消費電力（Ｅ１）５０２に最小誤差率Ｅｒｍｉｎを反映させたＥｍｉ
ｎ５１０の値と、当該補正推定消費電力（Ｅ１）５０２に最大誤差率Ｅｒｍａｘを反映さ
せたＥｍａｘ５１１の値と、が特定されているものとする。ここで、実消費電力Ｅｒｅａ
ｌ５２０の値はＥｍｉｎ以上Ｅｍａｘ以下であるため、電力補正値Ｊは更新されず、維持
される。
【００８６】
　図９は、実消費電力Ｅｒｅａｌの値が、当該リンクの推定消費電力Ｅ１に最小誤差率を
加味したＥｍｉｎの値を下回る場合のＪの値の特定処理の概要を示す図である。すなわち
、当該状況では、事前に推定された推定消費電力（Ｅ０）５００に電力補正値Ｊ５０１を
加えた補正推定消費電力（Ｅ１）５０２に最小誤差率Ｅｒｍｉｎを反映させたＥｍｉｎ５
１０の値と、当該補正推定消費電力（Ｅ１）５０２に最大誤差率Ｅｒｍａｘを反映させた
Ｅｍａｘ５１１の値と、が特定されているものとする。ここで、実消費電力Ｅｒｅａｌ５
２０の値はＥｍｉｎを下回るため、電力補正値Ｊにはゼロが設定される。なお、ここで、
電力補正値Ｊの値をＥｍｉｎとの差分としていないのは、推定する消費電力量が増える場
合には、走行可能距離が短くなる等運転上の支障が出る可能性が高いのに対して、消費電
力量が減る場合には走行可能距離が長くなる等の状況が考えられ、そのような場合に運転
上の支障は出にくいと予想されるからである。
【００８７】
　以上、本発明の第一の実施形態について説明した。
【００８８】
　本発明の第一の実施形態によると、ナビゲーション装置１００は、より簡易な方法で、
より高い精度の消費エネルギーの推定を実現することができる。より具体的には、ナビゲ
ーション装置１００は、所定のモデルに従ってリンクの走行に係る消費エネルギーを算出
した推定値を、実績値と推定値との差分に基づく補正値により補正して、消費エネルギー
の推定を行うため、モデルに含まれない環境誤差等による影響を考慮した電力消費量の推
定を行うことができるといえる。このことは、例えば、当該補正した推定消費エネルギー
（電力）を用いて、航続可能範囲を算出し、地図上の当該範囲外の部分を暗く表示して航
続可能範囲を強調して表示する機能を実現する場合において、より精度の高い機能を実現
することができるといえる。その他、推奨経路に沿って経路誘導を行う場合に、使用エネ
ルギーの予測値およびエネルギーの補充可能な施設（充電スタンド等）の位置の情報を用
いて、エネルギーの補充場所について注意喚起を行う機能に応用することもできる。その
他、エネルギーの予測消費量が最も少なくなる経路を優先的に探索するいわゆるエコロジ
ー経路探索機能等の機能を実現する場合においても、より精度の高い機能を実現すること
ができるようになるといえる。
【００８９】
　本発明は、上記第一の実施形態に制限されない。上記第一の実施形態は、本発明の技術
的思想の範囲内で様々な変形が可能である。例えば、上記第一の実施形態の消費電力補正
処理においては、電力補正値Ｊを推定消費電力Ｅ０に加算して各リンクの消費電力を補正
しているが、これに限られない。例えば、電力補正値Ｊを電力補正比Ｊに置き代えて、電
力補正比Ｊの値を推定消費電力Ｅ０の値に乗算して補正を行うようにしてもよい。このよ
うに変形すると、実際にはリンク毎に異なるリンク長の差異による補正度合いの相違を吸
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収することが可能となり、より現実に即した推定を行うことができるようになる。このよ
うな変形例について、図１０を用いて具体的に説明する。
【００９０】
　図１０は、消費電力補正処理の変形例を示すフロー図である。当該変形例においては、
基本的に第一の実施形態に示したフロー図と同様であるが、一部異なる処理が存在する。
そのため、相違点を中心に説明する。
【００９１】
　第一の実施形態の消費電力補正処理のステップＳ００１では、電力補正値Ｊをゼロで初
期化しているが、当該処理に相当するステップＳ１０１では、電力補正比Ｊを「１．０」
で初期化している（ステップＳ１０１）。
【００９２】
　また、ステップＳ１０３では、所定範囲内のリンクごとに、推定消費電力Ｅ０に電力補
正比Ｊを乗算することで補正推定消費電力Ｅ１を算出する（ステップＳ１０３）。
【００９３】
　また、ステップＳ１０６の処理は、Ｅｒｅａｌの値がＥｍａｘの値を超える場合の処理
であるが、電力補正比ＪにＥｒｅａｌをＥｍａｘで割った値を設定する（ステップＳ１０
６）。
【００９４】
　また、ステップＳ１０８の処理は、Ｅｒｅａｌの値がＥｍｉｎの値を下回る場合の処理
であるが、電力補正比Ｊに初期値「１．０」を設定する（ステップＳ１０８）。
【００９５】
　以上が、変形例の説明である。以上のように変形することで、各リンクの距離の相違を
考慮した補正を行うことができるため、ナビゲーション装置１００は、より現実に即した
推定を行うことができるようになるといえる。
【００９６】
　なお、上記した第一の実施形態の変形例では、電力補正値Ｊを電力補正比Ｊに置き換え
たが、これに限られない。例えば、第一の実施形態における消費電力補正処理のステップ
Ｓ００３において、Ｅｒｅａｌを取得したリンクの距離と、補正対象のリンクの距離との
比を電力補正値Ｊの値に乗じて換算電力補正値Ｊ´を算出し、当該換算電力補正値Ｊ´を
補正対象のリンクの推定消費電力Ｅ０に加算し、補正推定消費電力Ｅ１を算出するように
してもよい。
【００９７】
　また、上記した第一の実施形態においては、他の車両に搭載されたナビゲーション装置
１００が使用した実績値を流用することはできないが、ナビゲーション装置１００が、他
のナビゲーション装置１００において実測された補正値を利用するようにしてもよい。こ
のような第二の実施形態について、以下に説明する。
【００９８】
　第二の実施形態は、上記した第一の実施形態と基本的に同様に構成される。そのため、
同様の構成についての説明は省略して説明する。ナビゲーション装置１００は、第一の実
施形態と同様の構成に加えて、さらに、外部のネットワーク、例えばインターネット等に
接続するための携帯電話網等を利用した無線通信装置を備える。したがって、外部のネッ
トワークを介して、他の装置と通信を行うことができる。
【００９９】
　また、図１１に示すように、第一の実施形態におけるリンクテーブル２００に、さらに
、リンクＩＤ２１１ごとのデータとして、統計的に処理された消費電力の補正を行うため
の補正比の値である統計消費電力補正比２３５を備える。
【０１００】
　統計消費電力補正比２３５は、上記した無線通信装置を介して、ネットワークに接続さ
れた図示しない情報センター等から受信する電力補正比を格納する。
【０１０１】
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　図１２は、第二の実施形態における消費電力補正処理のフローを示す図である。このフ
ローは、ナビゲーション装置１００が稼働を開始すると、開始される。
【０１０２】
　まず、電力補正値特定部１０７は、統計消費電力補正比ＪＳと、電力補正比Ｊと、を初
期化する（ステップＳ２０１）。具体的には、電力補正値特定部１０７は、リンクごとの
統計消費電力補正比ＪＳとして用いる統計消費電力補正比ＪＳの値と、電力補正比として
用いる電力補正比Ｊの値と、に「１．０」を設定する。なお、統計消費電力補正比ＪＳは
、リンクごとの統計消費電力補正比を有する配列やテーブルなどのデータ構造を有するこ
とを想定している。
【０１０３】
　そして、リンク推定電力算出部１０４は、所定範囲内のリンクごとに、推定消費電力Ｅ
０を算出する（ステップＳ２０２）。当該処理は、第一の実施形態における消費電力補正
処理のステップＳ００２の処理と同様である。したがって、取得したリンクＩＤで特定さ
れる各リンクについて、上記した演算により推定消費電力Ｅ０が算出され、リンクテーブ
ル２００の推定消費電力（Ｅ０）２３３に格納される。
【０１０４】
　そして、リンク推定電力補正部１０５は、所定範囲内のリンクごとに、インターネット
等のネットワークに接続された図示しない情報センターから、統計消費電力補正比ＪＳの
値を取得する（ステップＳ２０３）。具体的には、リンク推定電力補正部１０５は、ステ
ップＳ２０２において推定消費電力Ｅ０を算出した対象のリンクについて、情報センター
に当該リンクに関する統計消費電力補正比ＪＳの値を要求し、取得する。そして、リンク
推定電力補正部１０５は、リンクテーブル２００の統計消費電力補正比２３５に統計消費
電力補正比ＪＳの各リンクに相当する比の値を格納する。
【０１０５】
　そして、リンク推定電力補正部１０５は、所定範囲内のリンクごとに、推定消費電力Ｅ
０を統計消費電力補正比ＪＳで補正し、補正推定消費電力Ｅ１を算出する（ステップＳ２
０４）。具体的には、リンク推定電力補正部１０５は、ステップＳ２０２にて特定したリ
ンクＩＤにより特定される各リンクについて、推定消費電力Ｅ０に当該リンクに関する統
計消費電力補正比ＪＳの値を乗算することで、補正推定消費電力Ｅ１を算出する。そして
、リンク推定電力補正部１０５は、算出した各リンクのＥ１を、リンクテーブル２００の
補正推定消費電力（Ｅ１）２３４に格納する。
【０１０６】
　そして、実消費電力特定部１０６は、現在地の直前に走行した直前リンクの実消費電力
Ｅｒｅａｌを特定する情報を取得する（ステップＳ２０５）。当該処理は、第一の実施形
態における消費電力補正処理のステップＳ００２の処理と同様である。したがって、当該
直前に走行したリンクにおいて実際に消費した電力の積算量を特定する実消費電力（Ｅｒ
ｅａｌ）５０４の値が取得される。
【０１０７】
　そして、電力補正値特定部１０７は、取得したＥｒｅａｌの情報が、推定消費電力の最
大誤差率を含めた値であるＥｍａｘの値を超えているか否かを判定する（ステップＳ２０
６）。具体的には、電力補正値特定部１０７は、ステップＳ２０５にて取得した直前に走
行したリンクの実消費電力であるＥｒｅａｌの値と、当該リンクについて算出した補正推
定消費電力Ｅ１の値に所定の最大誤差率（例えば、１２０％）をかけて算出した値である
Ｅｍａｘの値と、を比較し、Ｅｒｅａｌの値がＥｍａｘの値を上回るか否かを判定する。
Ｅｒｅａｌの値がＥｍａｘの値を上回らない場合、すなわち同値かそれ以下である場合、
電力補正値特定部１０７は、制御を後述するステップＳ２０８へ進める。
【０１０８】
　Ｅｒｅａｌの値がＥｍａｘの値を上回る場合（ステップＳ２０６にて「Ｙｅｓ」の場合
）、電力補正値特定部１０７は、電力補正比ＪにＥｒｅａｌをＥｍａｘで割った値を設定
する（ステップＳ２０７）。
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【０１０９】
　そして、電力補正値特定部１０７は、取得したＥｒｅａｌの情報が、推定消費電力の最
小誤差率を含めた値であるＥｍｉｎの値を下回るか否かを判定する（ステップＳ２０８）
。具体的には、電力補正値特定部１０７は、ステップＳ２０５にて取得した直前に走行し
たリンクの実消費電力であるＥｒｅａｌの値と、当該リンクについて算出した補正推定消
費電力Ｅ１の値に所定の最小誤差率（例えば、８０％）をかけて算出した値であるＥｍｉ
ｎの値と、を比較し、Ｅｒｅａｌの値がＥｍｉｎの値を下回るか否かを判定する。Ｅｒｅ
ａｌの値がＥｍａｘの値を下回らない場合、すなわち同値かそれ以上である場合、電力補
正値特定部１０７は、制御を後述するステップＳ２１０へ進める。
【０１１０】
　Ｅｒｅａｌの値がＥｍｉｎの値を下回る場合（ステップＳ２０８にて「Ｙｅｓ」の場合
）、電力補正値特定部１０７は、電力補正比Ｊに「１．０」を設定する（ステップＳ２０
９）。そして、電力補正値特定部１０７は、制御を後述するステップＳ２１０へ進める。
【０１１１】
　そして、電力補正値特定部１０７は、電力補正比Ｊの値を、当該直前に走行したリンク
を特定するリンクＩＤと対応付けて情報センターへ送信する（ステップＳ２１０）。なお
、当該処理において、電力補正比Ｊの値が所定の範囲を逸脱する（例えば、所定の下限値
と上限値の間の範囲に含まれない）場合には、電力補正値特定部１０７は、電力補正比Ｊ
の値を下限値あるいは上限値に丸めて情報センターへ送信するようにしてもよい。そして
、電力補正値特定部１０７は、ステップＳ２０３に処理を戻す。
【０１１２】
　なお、情報センターへ送信された電力補正比Ｊの値は、情報センターが有する演算装置
等により、対応するリンクごとに他の車両に搭載されたナビゲーション装置１００から送
信された電力補正比の値と合わせて統計処理されて、統計消費電力補正比ＪＳに組み込ま
れることとなる。
【０１１３】
　以上が、第二の実施形態における消費電力補正処理の処理フローである。第二の実施形
態における消費電力補正処理によれば、直前に走行を終えたリンクについての推定される
電力消費量と、統計的に処理された他のナビゲーション装置の情報をも含む実際に消費し
た電力消費量との乖離に基づいて、以降の消費電力推定に用いる補正比を変更することが
できる。これにより、例えば、自車が向かう先のリンクを既に走行している車両から提供
される実測の値を補正量に反映させて、より精度の高い推定をすることができるといえる
。
【０１１４】
　なお、上記第二の実施形態においては、電力補正比に基づいて推定消費電力を補正して
いるが、これに限られない。すなわち、上述した第一の実施形態におけるように、電力補
正値に基づいて推定消費電力を補正してもよいし、第一の実施形態の変形例に示したよう
に、電力補正値をリンクの距離に応じた比で修正して補正に用いるようにしてもよい。こ
のようにすることで、さらに精度の高い推定を行うことができるようになる。
【０１１５】
　図１４および図１５は、上記した実施形態を具体的なアプリケーション機能（使用者が
意図して使用する機能）として実現させる場合についての、処理フローと画面表示例とを
示す図である。
【０１１６】
　図１４は、第二の実施形態における推定消費電力の補正に基づくアプリケーション機能
として、航続可能エリア表示処理の処理フローを示す。以下に当該処理フローの説明を説
明するが、基本的には第二の実施形態における処理フローと同様であるため、相違を中心
に説明する。なお、航続可能エリア表示処理は、残電力で移動可能な領域を地図上に重畳
させて表示する機能を実現させる処理をいい、ナビゲーション装置１００に対して所定の
機能開始指示を受け付けると、開始される。
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【０１１７】
　まず、リンク推定電力算出部１０４は、所定条件下のリンクについて推定消費電力Ｅ０
を算出する（ステップＳ２０１´）。当該処理は、第二の実施形態における推定消費電力
の補正処理のステップＳ２０１およびステップＳ２０２とほぼ同様の処理を含む。しかし
、例えば、現在地から所定の距離内のリンクを対象とする、または現在地と車両の向きに
基づいて所定の方位にあるリンクを対象とする、または所定の道路種別（例えば、高速道
路、国道、都道府県道等）に限定されたリンクを対象とする、または地図データが複数の
階層を用いて詳細化されている（主要道路のみの階層、詳細道路を含む詳細な階層等）も
のであれば、所定の階層に限定されたリンクを対象とする、あるいはこれらの組み合わせ
により、Ｅ０を算出する対象とするリンクを限定しうる点で、第二の実施形態と差異を有
する。
【０１１８】
　そして、リンク推定電力算出部１０４は、所定条件下のリンクごとに、推定消費電力Ｅ
０を算出する。当該処理は、第一の実施形態における消費電力補正処理のステップＳ００
２の処理と同様である。したがって、特定したリンクＩＤで特定される各リンクについて
、上記した演算により推定消費電力Ｅ０が算出され、リンクテーブル２００の推定消費電
力（Ｅ０）２３３に格納される。
【０１１９】
　そして、基本制御部１０１は、算出された推定消費電力Ｅ０を用いて、残電力量で後続
可能なリンクを特定し、地図データ上の該当するリンクを強調表示させる（ステップＳ２
０２´）。その際、基本制御部１０１は、算出された推定消費電力Ｅ０を用いるのではな
く、ステップＳ２０４において算出された統計消費電力補正比ＪＳを用いてＥ０を補正し
たＥ１が存在する場合には、当該Ｅ１の値を優先的に用いる。なお、当該後続可能なリン
クについては、当該リンクへ至る経路探索と同様に、リンクの推定消費電力Ｅ０あるいは
Ｅ１の値を当該リンク走行により消費する電力量として扱い、最も消費する電力量が小さ
くなるよう経路を探索し、当該リンクへ到達しうるか否かを判定する。
【０１２０】
　以降、ステップＳ２０３～ステップＳ２１０については、第二の実施形態における推定
消費電力の補正処理のステップＳ２０３～ステップＳ２１０の処理と同様の処理が実施さ
れる。
【０１２１】
　ステップＳ２１０の処理後、基本制御部１０１は、表示中止指示を受け付けたか否かを
判定する（ステップＳ２１１´）。具体的には、基本制御部１０１は、使用者からナビゲ
ーション装置１００に対して、残電力で移動可能な領域を地図上に重畳させて表示する機
能を実現させる処理の終了指示（例えば、機能の終了ボタンの押下）を受け付けたか否か
を判定する。
【０１２２】
　終了指示を受け付けた場合（ステップＳ２１１において「Ｙｅｓ」の場合）には、基本
制御部１０１は、航続可能エリア表示処理を終了させる。
【０１２３】
　終了指示を受け付けていない場合（ステップＳ２１１において「Ｎｏ」の場合）には、
基本制御部１０１は、ステップＳ２０２´に制御を戻す。すなわち、補正されたＥ１等を
用いて航続可能なリンクを強調表示する。
【０１２４】
　以上が、航続可能エリア表示処理の処理フローである。当該処理によると、補正された
Ｅ１の値を用いて、残電力で移動可能なエリアを地図上に重畳表示することができる。
【０１２５】
　図１５は、航続可能エリア表示処理において表示される地図の表示画面例７００を示す
図である。当該画面例７００においては、現在地７０１が地図上に表示されているととも
に、残電力で到達可能なリンク７１０について、リンクが太三本線表示されることで、強
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調されて表示されている。なお、当該強調表示は一例に過ぎず、他の方法により、例えば
所定の時間間隔で明滅する明滅表示としてもよいし、他のリンクとは異なる色により彩色
表示されるものであってもよい。
【０１２６】
　以上、第二の実施形態の具体的な適用例について、図１４、図１５を用いて説明した。
当該適用例によると、補正されたＥ１について、補正の度合いが変化することにより、新
たにＥ１が求められ、それにより到達可能なエリアの表示が変更されて表示される。した
がって、精度の高い到達範囲を表示することができるといえる。
【０１２７】
　なお、上記実施形態においては、推定消費電力Ｅ０の値は、消費電力補正処理のフロー
内で算出されるものであるが、これに限らず、地図情報を更新した際等にあらかじめ算出
されるものであってもよい。このようにすることで、推定消費電力Ｅ０の演算に係る演算
負荷を分散させることができるため、演算性能を抑えたコストパフォーマンス重視のハー
ドウェア構成等においても本願発明を実現しやすくなる。
【０１２８】
　さらに、上記第一の実施形態、第二の実施形態およびそれらの変形として記載されたそ
れぞれの発明技術の全てあるいはいくつかを組み合わせてもよい。
【０１２９】
　以上、本発明について、実施形態に基づいて説明した。
【０１３０】
　なお、上記の各実施形態では、本発明を電気自動車の車載ナビゲーション装置に適用し
た例について説明したが、本発明は電気自動車の車載ナビゲーション装置に限らず、燃料
自動車に用いるナビゲーション装置や各種移動体のナビゲーション装置等、エネルギー消
費量を計算する装置全般に適用することができる。
【符号の説明】
【０１３１】
１・・・演算処理部、２・・・ディスプレイ、３・・・記憶装置、４・・・音声出入力装
置、５・・・入力装置、６・・・ＲＯＭ装置、７・・・車速センサ、８・・・ジャイロセ
ンサ、９・・・ＧＰＳ受信装置、１０・・・ＦＭ多重放送受信装置、１１・・・ビーコン
受信装置、１２・・・通信装置、２１・・・ＣＰＵ、２２・・・ＲＡＭ、２３・・・ＲＯ
Ｍ、２４・・・Ｉ／Ｆ、２５・・・バス、３０・・・ネットワーク、３１・・・バッテリ
ー電力監視ユニット、４１・・・マイクロフォン、４２・・・スピーカ、５１・・・タッ
チパネル、５２・・・ダイヤルスイッチ、１００・・・ナビゲーション装置、１０１・・
・基本制御部、１０２・・・入力受付部、１０３・・・出力処理部、１０４・・・リンク
推定電力算出部、１０５・・・リンク推定電力補正部、１０６・・・実消費電力特定部、
１０７・・・電力補正値特定部、２００・・・リンクテーブル、３００・・・車両情報テ
ーブル、４００・・・物理情報テーブル、５００・・・走行履歴テーブル、６００・・・
画面例
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